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1. はじめに 極微量 14C 標識化合物を用いたヒトホット試験では、多数の試料の迅速かつ高感度

な分析が求められている。このために、本研究では、超高感度なレーザー吸収分光法であるキャ

ビティーリングダウン分光法（CRDS）に基づく 14C 分析システムの開発を進めている[1-2]。14CO2

の吸光量により 14C 定量を行うため、中赤外量子カスケードレーザー（QCL）を CRDS に用いる

が、さらなる高感度化には、QCLの発振周波数を高精度に測定必要がある。そこで、fsファイバ

ーレーザーベースの中赤外光周波数コム（MIR-OFC）を周波数リファレンスとして用いる QCL

発振周波数測定系を開発した。 

2. 中赤外光周波数コムを用いた QCLの発振周波数測定 実験体系図を Fig.1に示す。CRDS の光

源として 14CO2分光に使用される QCL の一部と MIR-OFC を光ファイバー中で干渉させ、中赤外

光検出器によりビート信号の強度を測定し、その周波数スペクトルを取得した。ビート信号の周

波数スペクトルより得られた QCLの発振周波数の時間変化を Fig.2に示す。これにより、QCLの

発振周波数の変動を測定できる見通しを得た。今後、この QCL発振周波数測定系を 14C 分析に適

用し、14C アバンダンス感度の向上を確認する予定である。 
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Fig.1 Experimental setup Fig.2 QCL frequency measured by beat note 
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